
放課後等デイサービスを選ぶ視点と

ユニバーサルデザインの教室環境 

１．はじめに 

 今回の内容は、放課後等デイサービス

に関心のある保護者、特に自閉症スペク

トラム（ASD）や高機能自閉症、アスペ

ルガー症候群など特性の強いお子さんを

持つ保護者の方々を対象としています。      

こうした保護者は、子どもの特性を理

解し支えてくれる支援体制や環境を求め

ており、放課後の居場所としてどのよう

な施設が適切か、大きな関心を寄せてい

ます。 

 

２．ユニバーサルデザインの教室環境が放課後等デイ選びに役立つ

理由 

 小学校などで導入されつつあるユニバーサルデ

ザインの教室環境は、すべての子どもにとって使

いやすく、ストレスの少ない空間づくりを目的と

しています。 

たとえば、 

・視覚的な混乱を防ぐために色分けされた収納や  

掲示物 

・パーソナルスペースを意識した机の配置 

・音の反響を抑える素材の使用 などが挙げられ    

ます。 

 こうした工夫は放課後等デイサービスを選ぶ際にも重要な視点となります。 

 



３．高機能自閉症やアスペルガーのお子さんにとって安心な学習環

境とは 

 高機能自閉症やアスペルガー症候群

のお子さんは、感覚過敏やこだわりの

強さから、特定の刺激に不安やストレ

スを感じやすい傾向があります。 

そのため、以下のような環境が望ま

れます。 

・騒音や刺激の少ない静かなスペース 

・急な変化が少なく、見通しの持てる  

日課や掲示物の活用 

・一人で集中できる仕切られた学習スペース 

・気持ちが落ち着けるクッションやクールダウンコーナーの設置 

 

 放課後等デイサービスを見学する際には、こうした点に注目するとよいでしょ

う。 
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